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事 業 計 画 付 帯 事 項 
令和 5 年 4月 

                                      草加市卓球連盟 

 

※ クラブ内で熟読頂けます様お願い致します 

【登録方法】 

1. 登録方法 

・市内登録者（市内在住、在勤、在学者）：登録は年 2回とし途中登録は認めない。 

① 総会時に登録費を添えて登録申請書を提出する。 

締切日は総会時までとする。 

② 追加登録は、10 月 1 日～10 月 15 日の期間を申込み締切日とする。  

 ・市外登録者（市外者）：登録は年１回とし、総会時にクラブ代表者が登録費と登録申請書を提出する。 

          市外の日学連登録者は認めない。 

【登録費】 

 2．連盟登録費 

   年間：１人 800 円（チーム編成人数 4 名以上）  

 小・中登録者 1人 300 円 

【組み合わせ基準】 

3． 大会のシードは前年度実績を第一基準（ベスト 4重視）とし次いで各試合の上位者を対象とする。 

4． 大会申込み締切日の厳守。締切日以降の申込み、変更は認めない。 

【審判の判定について】 

5． 大会の審判のジャッジ、その他に疑義が生じた場合は個人戦の場合は当事者が、又、団体戦の場合は 

チームリーダーが大会審判長に進言し判断を仰ぐ事とする。 

【ルールの遵守】 

6． (1)サービスは手のひらを開き、ボールをのせて静止させ、１６㎝以上ほぼ垂直に投げ上げ、落下する 

      途中を打球します。 

（２）(1)の間、ボールはエンドライン後方で、台の高さより上になければなりません。 

（３）ボールを投げ上げられてから打球までの間、ボールをフリーハンドや肩などで隠す動作を 

してはいけません。 

【試合運営について】 

7． 団体戦、個人戦共に開会式終了後、自席に戻らないで自分のコートに直ちに集合し試合進行をスムー 

ズに行える様に協力する。 

【試合結果報告者及び審判担当者について】 
8． 個人戦トーナメントの第２試合以降は敗者審判とする。試合終了後、勝者が結果を本部に報告し､敗者

の方はコートに残り次試合の審判を行う。 

【試合運営における棄権者の判断について】 

9.  個人戦で対戦のコールは 3 回迄とし最高 5分迄に出場しない場合は棄権と見なす。 
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【大会準備】 

１0.  大会の当番チームは試合当日、記念体育館・市民体育館ともＡＭ８：４５迄集合願います。 

 

【年齢基準】 

１1.  年代別種目の年齢基準 

クラブ内で生年月日を確認する事。（翌年の 3月 31 日の年齢とする） 

【駐車場等について】 

１２．市民体育館及び記念体育館の駐車場には、限りがあります。 

   記念体育館：メインアリーナの他に６つの競技場と３つの会議室、個人用のトレーニングルームあり、   

        駐車スペースは地下に１００台、地上に１０台分しかありません。周辺にコインパーキン

グも少なく、駐車場に止められなかった車が迷惑駐車し、近隣住民や近隣施設よりお叱り

を受けています。利用車両を６０台程度に抑えていただく必要があります。 

   市民体育館：フロアの他に第一会議室、和室会議室、軽体育室、個人利用トレーニングルームがあり、 

        駐車スペースは約４０台しかありません。トレーニングルーム利用者用に４台は施設で確

保します。開門前の迷惑駐車や路上駐車で近隣施設よりお叱りを受けています。又通報に

より警察による取り締まりも行われることもありますので開門前にお待ちにならないよう

徹底願います。 

   以下の事項を徹底願います。 

    ①駐車場の開門はＡＭ８：３０～ 

    ②記念体育館、市民体育館前道路は駐停車禁止 

    ③各クラブで乗合い（複数乗り）を励行し極力台数制限（特に雨天時） 

    ④出来るだけ自転車、又は公共交通機関を利用 

    ⑤瀬崎仮置き場は当分使用不可（罹災の物置き場）。擁護学校駐車場はスポーツ協会管理で、施設使 

    用申請を２か月前に行います。 

   ｛優先は瀬崎グランドでスポーツ（サッカー等）事業あれば利用不可、先約あれば利用出来ません｝ 

    ⑦市民体育館、記念体育館の選手の皆様の入場はＡＭ9:00～ 

    記念体育館は２階の入り口から入場願います。１階の入り口からの入場は厳禁です。 

【その他】 

大会時の傷害保険については、色々な御意見があり方向付けが難しい状況にあります。 

現状としては、各個人加盟の自己責任で対応して下さい。又選手以外で同伴者（子供も含む）の事故 

   障害等についても責任を負う事が出来ませんので大会会場では十分注意して下さい。 

 

 

 


